
事 項i卵黄重が極めて重い 「大黄卵鶏」の開発

青森県産の卵黄重選抜系統を交配した、市販銘柄並みの大卵で産卵量が多く、かっ市販

ね ら し、｜卵に比べ、卵黄重が極めて重く、卵黄卵重比が高い緑色卵鶏を開発したので普及に移す。
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通常卵とは異なる卵殻色、優れた卵黄特性をもつため、ブランド名称を付けた「特殊卵」

期待される効果｜として一定価格の差別化販売ができ、養鶏経営の収益性を向上させる。

普及上の注意事項｜ 卵黄生産性が高く、飼料摂取量が多いため、定量給餌や制限給餌は避け、卵用鶏の栄養

要求量を満たす成鶏飼育用配合飼料を不断給餌する。

担当部署！青森農林総合研究センター畜産試験場 養鶏部

（担当者名）｜（西藤克己・虞田聡子）
｜対象地域｜県下全域

発表文献等｜青森県農林総合研究センター畜産試験場報告21号
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【根拠となった主要な試験結果】

表 1 市販銘柄との卵構成比較（平成12年帯広畜産大学、平成16年埼玉農林総研畜研）

形質 大黄卵鶏 市販銘柄1) 市販銘柄2)

(43週齢） 38週齢 47週齢 48週齢

卵重（g) 65.9 63.9 64.9 64.6 
一ーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーー 一一一ーー一ーーーーーーーー

卵黄重（g) 19.9 16.6 17.4 17. 5 
ー一『ーーーーー一ーーーーーーーーー 回．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ーーーーーーーーーーーー 一ーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーー

卵黄卵重比（弘） 30.2 26.0 26.8 27. 1 
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表一：－表

鶏種
鶏卵生産量 販売価格 粗収益 経営費1) 利潤

(a) kg (b）円／kg (c=a×b）円 (d）円 (c d）円
算定基礎

大黄卵鶏 19. 2 270～ 5,184～ 2,667 2 517～ 
産卵率80.3弘、平均卵重 6

540 10,368 7,701 
5.5g、飼料日量119.3g 

市販赤玉銘柄2) 19. 5 180 3,510 2,424 1,086 
産卵率87.側、平均卵重 6

0.旬、飼料日量 109.0g

（注） 1飼料単価40円／kg、飼料費の経営費に占める割合66%（平成15年農林水産省農業経営部門別統計）

2平成18年度養鶏関係全国会議資料

写真 1 「大黄卵鶏」（雌） 写真2 「大黄卵鶏」の緑色卵と市販白色卵（左上）

（平成18年青森農林総研畜試）
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